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国連の人権専門家、日本における表現の自由の状況を調査
ジュネーブ（4月8日）　－　国連特別報告者のディビッド・ケイ氏が2016年4月12日から19日まで初の日本視察訪問を行い、日本における意見及び表現の自由の状況について評価を行います。
「訪日して、表現の自由に関する規範と政策、そして今日日本が直面する主たる課題について直接学ぶことを楽しみにしています。」と、ケイ氏は述べています。同氏は、国連人権理事会に任命された、表現の自由の侵害を監視し報告する独立専門家です。
「日本のメディアの独立と自由、デモ活動の自由、国家情報に対するアクセスが、訪日中に調査したい事項の一つです。」とも同氏は述べています。
ケイ氏は、日本政府よりの招待によって訪日し、立法、行政、司法機関の代表者と会談しする予定です。また、NGO、ジャーナリスト、メディアとも議論を交わす予定です。同氏の訪日は当初昨年12月に予定されていましたが、日本政府からの要請により、日程が再調整されました。
特別報告者は、今回の訪日による主な調査結果に関する報告書を作成し、表現の自由に関する権利の促進について勧告を行います。
2016年4月19日（火）12時より、日本外国特派員協会 （東京都千代田区有楽町1-7-1有楽町電気ビル北館20階）において記者会見を行い、訪日視察に基づく中間報告と見解を発表する予定です。会見への参加は報道関係者に限らせていただきます。
****************************

ディビッド・ケイ氏は米国出身。2014年8月、国連人権理事会から「意見及び表現の自由に対する権利の促進及び保護」に関する特別報告者に任命される。カリフォルニア大学アーバイン校ロースクールにて、国際人権法、国際人道法を教え、国際正義に関するリーガル･クリニックの長を務める。主な研究分野は重大な人権侵害に対するアカウンタビリティー、武力の行使を規定する法律について。世界中の地方・中央政府、主要な国際NGO及び草の根レベルのNGO、国際機関、学術機関と協力。

－詳細については下記をご覧ください。
http://www.ohchr.org/EN/Issues/FreedomOpinion/Pages/OpinionIndex.aspx
特別報告者とは国連人権理事会の「特別手続き」に属する専門家である。「特別手続き」とは数々の独立専門家を擁する、国連人権機構の中の最大組織である。特定の国における人権状況やテーマ別の人権状況について事実調査・監視を行う、独立した数々のメカニズムを総称して「特別手続き」という。全ての国が調査対象となる。「特別手続き」の専門家は国連職員ではなく、金銭的報酬も受け取らず、自らの意思で調査に取り組む。いかなる政府、組織からも独立し、個人の資格で任務にあたる。
－国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）　各国ページ　日本：
http://www.ohchr.org/EN/countries/AsiaRegion/Pages/JPIndex.aspx
－訪日中の報道に関する問い合わせ及び追加情報については、記までお問い合わせください。
国連広報センター（東京） 妹尾　靖子（unic.tokyo@unic.org / Tel: 03-5467-4451）
または マルセロ・ダヘール（+41 79 109 6873 / mdaher@ohchr.org）まで。
－訪日前後の問い合わせはジュネーブの下記にお問い合わせください。

マルセロ･ダヘール　(＋41 22 917 9431 / mdaher@ohchr.org）
－その他の国連独立専門家については下記にお問い合わせください。
メディア・ユニットのハビエル・セラーヤ（Tel： +41-22-917-9383 / xcelaya@ohchr.org）
－国連・人権に関しては、ソーシャルメディアをご参照ください。
Twitter: @UNHumanRights
Facebook: unitednationshumanrights
Instagram: unitednationshumanrights
Google+: unitednationshumanrights
Youtube: unohchr
